
 

 

新型コロナウイルス感染症に伴う月額報酬のＱ＆Ａ 

 

Ｑ１ 利用者及び家族から感染が怖いからサービスを利用したくないとの申出があ

った。 

Ａ１ 自己都合となるため、基本的には月額報酬で算定。自己都合でサービス提供を

行わなかった場合は月額報酬となる旨を必ず事前に利用者及び家族に説明をし

ておくこと。 

 

Ｑ２ 事業所の職員が新型コロナウイルス感染症に感染し、職員数を考慮しサービス

を提供しなくても生活が成り立つと判断した利用者についてはサービス提供を

控えてもらった。 

Ａ２ 事業所の都合でサービスを控えてもらった場合は、休業と同等の取り扱いとな

るため、日割り請求をすること。 

 

 
 

Ｑ３ 入所している有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅から、感染拡大

防止の観点で外部サービスの利用を控えるよう依頼があった。 

Ａ３ 基本的に感染拡大防止の観点とはいえ、ケアプランに位置付けられているサー

ビスは提供を行わなければならず、過度な制限を行う場合は拘束及び虐待に当た

る可能性もあります。 

利用者、家族、ケアマネジャーと個別に相談の上、必要なサービスが継続して

提供できるよう検討し対応すること。また、月額報酬のサービスについては契約

している以上月額請求が可能となるため、長期間サービスを利用しない場合につ

いては一旦契約を解除する等の対応をすることが望ましい。 

 

X月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

実績 ○ ○ × ○ ○

1 2 3 4 5

職員が新型コロナウイルス感染症に感染したため、休業はしなかったが、

利用を控えてもらった

日割り請求(月５回の利用予定が休業の影響で１回利用できなかったため)

３１日－１日＝３０日　３０日間の日割り請求
⇒

別紙２ 



 

 

Ｑ４ 事業所の職員が新型コロナウイルス感染症に感染し、保健所と相談した結果休

業することとなった。しかし、どうしてもサービスが必要な利用者については訪

問に切り替えてのサービス提供や、時間を短縮して個別に入浴等を行った場合の

算定方法について。 

Ａ４ 「新型コロナウイルス感染症に係る臨時的な取扱い第２報」のとおり、ケアプ

ランに位置付けられている日については、利用者及びケアマネジャーと相談した

結果、訪問に切り替えてサービス提供した場合はケアプランに位置付けた回数を

提供できたとみなすため、月額請求が可能とする。また、時間を短縮してケアプ

ランに位置付けているサービス提供が行えた場合についても、ケアプランに位置

付けた回数を提供できたとみなすため、月額報酬可能とする。ただし、事前に利

用者から同意を得ること。また、ケアマネジャー及びサービス事業所はどのよう

な経過で訪問等に切り替えてサービス提供をしたか等を経過記録及びサービス

提供記録等に明記しておくこと。なお、切り替えでのサービス提供が行えなかっ

た場合は日割り計算とする。 


